
令和５年１月 加茂市長定例記者会見 

令和 5年 1月 6日（金）11:00～ 

 

 

内 容 

 

１．かも防災出前講座の開設・・・・・・・・・・・・総務課防災係 

 

 

２．「かも防災・行政ナビ」の開始・・・・・・・・・総務課防災係 

 

 

３．下水道マンホール合格祈願お守りの配布・・・上下水道課業務係 

 

 

４．マンホールカードの配布・・・・・・・・・・上下水道課業務係 

 

 

５．低所得者世帯への灯油購入費助成・・・・・・健康福祉課福祉係 

 

 

６．加茂文化会館大ホール利用受付の再開・・・・・・加茂文化会館 
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令和５年１月 加茂市長定例記者会見 

Ｒ５．１．６（金） １１：００ 

 

 

１．かも防災出前講座の開設について 

 

加茂市では、住民の防災意識の向上と自主的な防災活動の推進を図

るため、「かも防災出前講座」を始めました。 

この講座は、自治会や学校、団体等からの申し込みにより、市の防災

担当職員が、地域の集会場などへ出向いて防災講座を行うものです。 

講座メニューは 8つあり、風水害に備えて、ハザードマップの見方や

避難情報などを学びながら、自らの避難行動計画となるマイ・タイムラ

インを作成するものや、地域の災害想定や自主防災組織結成の進め方

などについて学ぶもの、クイズやゲーム形式で避難行動や避難所の運

営について学ぶものなど、体験型の講座メニューも揃えています。講座

内容は、メニューの中から選んでいただきますが、内容についてはご相

談に応じます。受講料は無料で、平日・休日を問わず、午前 9時から午

後 9時までです。会場は、希望される集会場等で行いますが、公民館等

の公共施設を利用する場合は無料となります。 

区や自主防災組織の防災事業、団体などの防災イベントとして、また、

小学生から大学生向けの防災学習や、保育園・要配慮者施設等の職員学

習などに、是非ご活用ください、 

お申し込みは、総務課防災係までお気軽にご連絡ください。 

 

 

２．「かも防災・行政ナビ」について 

 

加茂市では、防災行政無線を整備しておらず、スマートフォンなどの
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情報機器を持っていない高齢者世帯等への情報伝達が課題でしたが、

このたび、国のデジタル田園都市国家構想推進交付金を活用して、避難

情報等の防災情報や行政情報の配信を令和 5年 2月から開始します。 

スマートフォンを持っていない高齢者世帯等には無償貸与するタブ

レット型戸別受信機に、スマートフォンを持っている方には、スマホ用

アプリに配信いたします。 

タブレット型戸別受信機の無償貸与の対象者は、 

① スマートフォンを持っていない 65歳以上のみの世帯 

※ スマートフォンは持っているが、電話機能しか使えない方も対象 

 です。 

② 加茂市避難行動要支援者名簿に掲載されている方のうち、スマー 

トフォンを持っていない 20歳以上の方 

※ ただし、同居するご家族がスマートフォンを持っている方は対象 

 外です。 

③ 視覚または聴覚に障がいをお持ちの方 

④ スマートフォンを持っていない 75才以上の高齢者、または要介 

護認定を受けている方が、日中に一人で在宅となり、緊急時家族の 

方が自宅に連絡することが困難な世帯 

となっています。 

事前に希望調査を行っており、680人の方から希望すると回答をいた

だいております。希望された方には、2 月 27 日から 3 月 16 日にかけ

て、市内の公共施設や区の集会所で計 33回、操作説明会を開催し、そ

の場で直接タブレットをお渡しします。タブレットを希望された方に

は、これから説明会の日程を郵送でご案内しますので、内容をご確認い

ただきたいと思います。 

こちらが、そのタブレット型戸別受信機です。11 インチと画面が大

きく、使い方は簡単で、電源に差して置いておくだけで、市からのお知

らせを自動で受信し、音声と文字でお知らせします。聞き逃しても何度
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でも聞き直せますし、文字情報も何度でも確認できます。 

また、情報受信にかかる通信料は市が負担しますので、利用者の負担

は、使用する際の電気料のみです。 

配信される情報は、Ｊアラート受信機からの国民保護情報や緊急地

震速報、市からの避難指示等の防災情報、特別警報・警報などの気象情

報や震度情報、子育て関連情報や各種イベントなどの情報です。 

これから、実際に情報を配信してみますので、少々お待ちください。 

  

【情報を流す】 

 

また、非常時には、最大音量でお知らせが表示されたあとに、画面が

緊急モードに切り替わります。これにより視覚や聴覚に障がいがある

方にも、緊急情報をお伝えすることができます。 

 

【避難情報・緊急モードに切り替え】 

 

その他の機能としては、広報、ごみカレンダー、かもんバスの時刻表、

ハザードマップを見ることができますし、加茂市のホームページや気

象庁ホームページで雨雲の動きやキキクルを見ることができます。 

また、簡単なゲーム機能が付いていますので、楽しみながらタブレッ

ト操作を覚えることができます。 

このタブレットは、区長や民生委員の皆さまにも 1 人 1 台ずつ配布

しますので、地域で情報を共有して、迅速な避難行動に繋げていただき

たいと考えています。 

なお、スマホ用アプリもタブレットとほぼ同じ画面構成になってお

り、タブレットと同じ情報を受信、閲覧ができます。このスマホ用アプ

リは、2月 1日から GooglePlay、AppStore（アップストア）でダウンロ

ードが可能です。 
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現在、メールや LINEで情報配信している「加茂市防災・市民情報配

信サービス」は、引き続き継続いたしますが、「かも防災・行政ナビ」

では写真や PDF ファイルを見ることができますので、ぜひご利用いた

だきたいと思います。詳しくは 2 月 1 日発行の広報かもお知らせ版と

一緒に配布するチラシをご覧ください。 

最後に、このタブレット型戸別受信機については、随時お申し込みを

受け付けていますので、ご希望される方は、総務課防災係にご連絡くだ

さい。 

 

 

３．下水道マンホール合格祈願お守りについて 

  

加茂市は、受験生を応援するため、下水道マンホール合格祈願お守り

を 500個作りました。マンホールは、その丸い形状からどんな角度にな

っても「落ちない」、表面に凹凸があるので「滑らない」と受験には大

変縁起が良く、全国的に合格祈願のお守りとして下水道事業の広報に

採用されています。 

加茂市内の中学校 3 年生に約 200 個を配布し、約 300 個は上下水道

課窓口で配布します。 

配布期間は、本日、令和 5 年 1 月 6 日から令和 5 年 3 月 31 日まで、

土日祝日は除き、在庫がなくなり次第終了です。配布時間は午前 8 時

30分から午後 5時 15分まで、時間外の配布はいたしません。お問合せ

は上下水道課業務係までお願いいたします。受験生 1 人につき 1 個ま

での配布とし、家族の代理受取ができます。予約や郵送は受け付けてい

ませんので、直接上下水道課窓口までお越しください。 

 

 

 



5 

 

４．マンホールカードの配布について 

 

令和 5 年 1 月 28 日土曜日午前 10 時から加茂七谷温泉美人の湯にお

いて、マンホールカードの配布を開始いたします。 

マンホールカードは「下水道広報プラットホーム」が企画し、全国の

地方公共団体と共同で制作・発行しているコレクションカードです。訪

れた方に無償配布することで、楽しみながら下水道に興味を感じてい

ただくことを狙った「カード型下水道広報ツール」として企画されてい

ます。 

今回発行の第 18 弾までで、915 種 646 自治体 3 団体のマンホールカ

ードが発行されています。カードの表面はマンホール蓋の写真と位置

座標、裏面はそのデザインの由来・説明を記載しています。第 17弾で

加わった見附市に続き、加茂市は県内 15番目での発行となります。 

マンホールカードは全国的に収集愛好家がいます。美人の湯を配布

場所にしましたので、全国からの集客が期待できます。来場者 1人につ

き 1枚を配布します。配布の際にスマートフォン等から、簡単なアンケ

ートへのご回答をお願いいたします。 

なお、配布日時は美人の湯の営業時間内となりますので、美人の湯の

ホームページなどで営業日時をご確認ください。 

 

 

５．低所得者世帯への灯油購入費助成について 

 

新型コロナウイルス感染症に加えて、物価高騰等の影響により、収入

が少ない世帯ほど経済的な影響を大きく受けています。 

加茂市では、そうした状況を踏まえ、低所得者世帯を対象に、経済的

な負担を軽減し生活の安定と福祉の増進を図るため、灯油購入費とし

て 1世帯あたり 5,000円を支給いたします。 
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支給対象世帯は、市内に住所を有する世帯のうち、生活保護世帯、令

和 4 年度の住民税が非課税である世帯、住民税非課税以外の世帯のう

ち、予期せず令和 4年 1月から 12月までの家計が急変し、令和 4年度

分の住民税非課税である世帯と同様の事情であると認められた世帯で、

約 2,900世帯への支給を見込んでいます。 

生活保護世帯、住民税非課税世帯の方には、12月 26日に申請書を発

送しましたので、必要事項を記入の上、返送いただきますようお願いい

たします。家計急変世帯の方の申請書は市のホームページでダウンロ

ードできるほか、健康福祉課の窓口で配布しています。受付後、1月 25

日から順次支給を開始いたします。 

 

 

６．加茂文化会館大ホール利用の受付について 

 

文化会館大ホールは、令和 3年 4月 1日より利用を休止し、令和 4年

5月より改修工事を進めてまいりましたが、工事完了のめどが立ちまし

たので、令和 5年 5月 25日の利用分から、大ホールの利用受付を再開

いたします。 

利用休止期間を含め工事期間中は大変ご不便をおかけしております

が、今後とも加茂文化会館をよろしくお願いいたします。 



 

 
 

 

 

 

 

「かも防災出前講座」は、市の防災担当職員がみなさんの区や学校、団体等へ出向いて、防

災講座を行う事業です。区や自主防災組織の防災事業や地域、団体の防災イベントとして、

また、小学生から大学生向けの防災学習や保育園、要配慮者施設等の職員学習などに、是非、

ご活用ください。 
 

 

 

★かも防災出前講座の使い方 

〈申し込み方法〉 

①  おおむね１０人以上でお申し込みください。 

②  講座内容は、「かも防災出前講座メニュー」から選んでください。 

③  開講しようとする日の１５日前までに受講申込書により総務課防災係へお申し込み

ください。また、講座終了後、実施報告書の提出をお願いします。 

〈時 間〉   

受講申込書.xlsx 実施報告書.xlsx

 

  平日・休日を問わず、午前９時から午後９時までの２時間以内です。講座メニューの所

要時間を参考にご相談ください。 

〈場 所〉 

  申込者の希望する加茂市内の集会所等で行います。 

  ただし、公共施設を利用する場合の使用料はかかりません。施設使用申請書の使用目的 

欄に「かも防災出前講座」とご記入ください。 

〈受講料〉 

  受講料は無料です。何度でも利用できます。 

〈その他〉 

① 講座に必要な資料や教材、プロジェクターなどの資機材は市で準備します。 

② 会場の確保、参加者への案内・とりまとめ、会場内のテーブル等の配置は申込者が 

行ってください。 

  

  【担当・申込先】  加茂市役所総務課防災係 

           〒959-1392   加茂市幸町 2 丁目３番 5 号 

           ℡：0256-52-0080（内線 321）  Fax：0256-53-2729 

           メールアドレス：bousai@city.kamo.niigata.jp 

 

 

 

かも防災出前講座 

 

 

 

 

mailto:bousai@city.kamo.niigata.jp


 

＊所要時間には、講座内容に関する質疑や意見交換を含みます。 

 

 

 

番

号 
講座名・講座内容 所要時間 

小学生 

対応可 

１ 洪水・土砂災害から命を守るマイ・タイムライン  

90分 

～ 

120分 

 

学校：180分 

 

マイ・タイムラインとは、風水害の発生に備えて、自身や家族のと

るべき行動について「いつ」、「誰が」、「何をするのか」を時系列に

整理した個人の防災行動計画のことです。本講座では、ハザード

マップの見方や避難情報などについて学びながらマイ・タイムラ

インを作成します。 

２ 防災クイズ 
６０分 

～ 

９０分 

〇 
地震発生～安全確保～避難～避難所生活の各段階における基礎的

な防災知識などをクイズに回答しながら楽しく学びます。 

3 想像力を高めて「もしも」にそなえる ～クロスロード～ 
６０分 

～ 

９０分 

 災害発生時に「どう考え、どう行動したらよいのか」についてカー

ドゲーム方式で考えることにより災害対応能力が身につきます。 

４ 避難所運営ゲーム 

120分  

避難者の年齢や性別、国籍やそれぞれが抱える事情が書かれたカ

ードを、避難所の体育館や教室に見立てた平面図にどれだけ適切

に配置できるか、また避難所で起こる様々な出来事にどう対応し

ていくかを模擬体験します。 

5 非常持ち出し袋ゲーム 
６０分 

～ 

９０分 

〇 
非常持ち出し袋作成のきっかけづくりとしてお薦めのゲームで

す。参加者同士で話し合いながら、品物のイラストが描かれたカ

ードから非常持ち出し袋に入れる品物を選択してもらいます。 

6 なまずの学校 ６０分 

～ 

９０分 

〇 災害時に起こる様々なトラブルに対して、役に立つアイテムを考

えてもらう防災カードゲームです。 

７ 避難所設営体験 

６０分 〇 ダンボールベッドや簡易トイレの組み立てなど、避難所の設営を

体験します。 

８ 防災講話 

90分 

～ 

120分 

〇 

災害時の地域の想定や災害対応の基礎知識、自助・共助の重要性

などについて講話します。申請者のご要望により、下記の内容に

ついても講話可能です。講話内容は相談に応じます。 

・自主防災組織結成の進め方 

・自主防災組織の活動について 

・要配慮者施設の避難について 

・避難行動要支援者支援制度について 

・加茂市防災・行政情報配信システムについて（４月以降） 

かも防災出前講座メニュー 
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加茂市は、令和４年１０月１日付で
ＣＳＯ（Ｃｈｉｅｆ Ｓｔｒａｔｅｇｙ 
Ｏｆｆｉｃｅｒ：最高戦略責任者）とし
て、市川恭嗣さんを採用しました。

た か し

藤田市長と、委嘱状を受け取る市川さん

　加茂市は「北越の小京都」と呼ばれ、豊かな自然、歴史、文化や伝統産業と人々の生

活が調和した魅力的なまちです。しかしながら、多くの地方自治体と同様に人口減少・

少子高齢化が進むなかで、老朽化した公共施設の維持、財政運営、地域コミュニティー

の維持など課題が生じているほか、教育や福祉などの分野でもこれまでの取り組みでは

対応できない変化に直面しています。

昨年度、四半世紀ぶりに策定された加茂市総合計画では、まちづくりの主役である市民

の皆様と連携・協働しながら、行政としてこれらの課題に正面から取り組んでいく覚悟が

述べられています。総合計画でも言及されておりますが、これらの実現のためには経営の

視点を持った行政運営と合理的根拠に基づく政策立案が不可欠です。

　私は前職にて、三現主義（現地・現物・現実）に基づ

く経営戦略の策定・実行に取り組んでまいりました。課

題解決に求められるのは、とっぴなアイデアや発想では

なく、関係者と協調した粘り強く地道な取り組みの繰り

返しだと考えております。加茂市においても、現場に立ち、

市民・団体・企業・行政の皆さまと協働しながら、「笑顔あふれるまち 加茂」の実現に向け、

地域の魅力の発掘・発信と総合計画の着実な推進に取り組んでまいります。

市川 恭嗣さん　就任コメント

市川恭嗣さん……34 歳、愛知県出身。京都大学経済学部卒。東京電力、国会議員秘書を経て 2015 年
に豊田通商に入社。大手 BtoC 顧客向け新規サービス立ち上げ後、M&A などによる IT 子会社群再編
に従事。トヨタシステムズ戦略企画本部出向を経て、直前はタイ・バンコクに駐在、現地事業会社に
て新規事業および経営企画の部門長を務めました。

タイ・バンコク駐在時の市川さん
（左から２番目）

加
茂
市
C
S
O
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
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令
和
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年
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決
算

令和3年度決算
　令和 3 年度の決算がまとまり、市議会９月定例会に
おいて認定されました。  一般会計と特別会計の歳出の
合計は 209 億 3085 万円となっています。この内容を
表とグラフでご覧ください。

一般会計137億4,714万円

28億2,528

3億3,530

484

17億5,363

30億9,677

2億700

30億8,250

3億4,070

3150

17億7,352

33億9,661

2億748

2億5,722

540

2,666

1,989

2億9,984

48

市税の負担状況

市民1人当たりの
　　 一般会計歳出額561,697円

（ ）令和4年3月31日現在の人　口
世帯数

25,390
10,137

人
世帯

収入済額　１人当たり １世帯当たり
市 民 税
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税
市 た ば こ 税
入 湯 税
都 市 計 画 税

民生費
教育費
土木費
公債費

11億4,231万円
11億1,235万円

9,441万円
1億3,889万円

199万円
1億1,012万円

44,991円
43,811円
3,718円
5,470円
78円

4,337円

112,687円
109,732円
9,313円
13,701円
196円

10,863円

168,099円
59,881円
60,951円
39,841円

扶 助 費
人 件 費
繰 出 金
物 件 費
公 債 費
補助費など
投資出資など
建設事業費
そ の 他

総 務 債
民 生 債
衛 生 債
労 働 債
農 林 水 産 業 債
土 木 債
消 防 債
教 育 債
災 害 復 旧 債
転 貸 債
減 税 補 て ん 債
臨時財政対策債
退 職 手 当 債
減 収 補 て ん 債
行政改革推進債

総務費
商工費
衛生費
その他

62,751円
34,765円
39,805円
34,420円

23億7,036万円
19億5,797万円
18億7,477万円
17億4,519万円
9億7,473万円
16億7,800万円
3億8,164万円
8億3,150万円
8億4,575万円

0万円
2,386万円
4億54万円
5,210万円
6,118万円

13億7,129万円
6,393万円
9億589万円
7,985万円
60万円

2,840万円
47億7,025万円
10億689万円
2億6,578万円
4,630万円

18.7％
15.5％
14.8％
13.8％
7.7％
13.3％
3.0％
6.6％

性質別経費（普通会計）

合　　計 126億5,991万円

性質別経費は統計の取り方が異なるため一般会計
歳出額とは一致しません。

　市債の現在高は90億7,686万円で国が全額負担する
分を除くと42億7,821万円となり、これを返済すると
き、国がさらにその一部を負担しますので、実際に
加茂市が返済する金額は28億7,002万円になります。

区　　　分 現 在 高

一般会計総計 90億7,686万円

市債の現在高

地方消費税交付金
6億3,067万円（4.6％）
地方消費税交付金
6億3,067万円（4.6％）

その他
10億6.313万円（7.7％）

地方交付税
44億7,646万円
　　　（32.6％）

（137億4,714万円）

（127億803万円）

市税
26億7万円
（18.9％）

国庫支出金
22億748万円
（16.1％）

（5.7％）

諸収入
4億9,224万円（3.6％）

市債
9億770万円（6.6％）
市債
9億770万円（6.6％）

県支出金
8億4,357万円
（6.1％）

民生費
42億6,803万円
（33.6％）

民生費
42億6,803万円
（33.6％）

教育費
15億2,037万円
（12％）

教育費
15億2,037万円
（12％）

土木費
15億4,754万円
（12.2％）

土木費
15億4,754万円
（12.2％）

公債費
10億1,156万円
（8％）

公債費
10億1,156万円
（8％）

総務費
15億9,325万円
（12.5％）

総務費
15億9,325万円
（12.5％）

商工費
8億8,269万円
（7.0％）

衛生費
10億1,066万円（8.0％）

その他
8億７,393万円（6.7％）

一般会計決算

国民健康保険

後期高齢者医療

宅地造成事業

下 水 道 事 業

介 護 保 険

在宅介護サービス事業

（単位：万円）

　加茂市では、これまで防災行政無線を整備しておらず、スマートフォ
ン等の携帯電話を持っていない方への避難情報などの緊急情報の伝達が
課題でしたが、令和５年2月から災害時の避難情報や行政情報をタブレッ
ト型戸別受信機とスマートフォン用アプリで受信・確認ができるように
なります。

「タブレット型戸別受信機」の無償貸与を受けられる方は、下記のとおりです。
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加茂市は、令和４年１０月１日付で
ＣＳＯ（Ｃｈｉｅｆ Ｓｔｒａｔｅｇｙ 
Ｏｆｆｉｃｅｒ：最高戦略責任者）とし
て、市川恭嗣さんを採用しました。

た か し

藤田市長と、委嘱状を受け取る市川さん

　加茂市は「北越の小京都」と呼ばれ、豊かな自然、歴史、文化や伝統産業と人々の生

活が調和した魅力的なまちです。しかしながら、多くの地方自治体と同様に人口減少・

少子高齢化が進むなかで、老朽化した公共施設の維持、財政運営、地域コミュニティー

の維持など課題が生じているほか、教育や福祉などの分野でもこれまでの取り組みでは

対応できない変化に直面しています。

昨年度、四半世紀ぶりに策定された加茂市総合計画では、まちづくりの主役である市民

の皆様と連携・協働しながら、行政としてこれらの課題に正面から取り組んでいく覚悟が

述べられています。総合計画でも言及されておりますが、これらの実現のためには経営の

視点を持った行政運営と合理的根拠に基づく政策立案が不可欠です。

　私は前職にて、三現主義（現地・現物・現実）に基づ

く経営戦略の策定・実行に取り組んでまいりました。課

題解決に求められるのは、とっぴなアイデアや発想では

なく、関係者と協調した粘り強く地道な取り組みの繰り

返しだと考えております。加茂市においても、現場に立ち、

市民・団体・企業・行政の皆さまと協働しながら、「笑顔あふれるまち 加茂」の実現に向け、

地域の魅力の発掘・発信と総合計画の着実な推進に取り組んでまいります。

市川 恭嗣さん　就任コメント

市川恭嗣さん……34 歳、愛知県出身。京都大学経済学部卒。東京電力、国会議員秘書を経て 2015 年
に豊田通商に入社。大手 BtoC 顧客向け新規サービス立ち上げ後、M&A などによる IT 子会社群再編
に従事。トヨタシステムズ戦略企画本部出向を経て、直前はタイ・バンコクに駐在、現地事業会社に
て新規事業および経営企画の部門長を務めました。

タイ・バンコク駐在時の市川さん
（左から２番目）

加
茂
市
C
S
O
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
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令和3年度決算
　令和 3 年度の決算がまとまり、市議会９月定例会に
おいて認定されました。  一般会計と特別会計の歳出の
合計は 209 億 3085 万円となっています。この内容を
表とグラフでご覧ください。

一般会計137億4,714万円

28億2,528

3億3,530

484

17億5,363

30億9,677

2億700

30億8,250

3億4,070

3150

17億7,352

33億9,661

2億748

2億5,722

540

2,666

1,989

2億9,984

48

市税の負担状況

市民1人当たりの
　　 一般会計歳出額561,697円

（ ）令和4年3月31日現在の人　口
世帯数

25,390
10,137

人
世帯

収入済額　１人当たり １世帯当たり
市 民 税
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税
市 た ば こ 税
入 湯 税
都 市 計 画 税

民生費
教育費
土木費
公債費

11億4,231万円
11億1,235万円

9,441万円
1億3,889万円

199万円
1億1,012万円

44,991円
43,811円
3,718円
5,470円
78円

4,337円

112,687円
109,732円
9,313円
13,701円
196円

10,863円

168,099円
59,881円
60,951円
39,841円

扶 助 費
人 件 費
繰 出 金
物 件 費
公 債 費
補助費など
投資出資など
建設事業費
そ の 他

総 務 債
民 生 債
衛 生 債
労 働 債
農 林 水 産 業 債
土 木 債
消 防 債
教 育 債
災 害 復 旧 債
転 貸 債
減 税 補 て ん 債
臨時財政対策債
退 職 手 当 債
減 収 補 て ん 債
行政改革推進債

総務費
商工費
衛生費
その他

62,751円
34,765円
39,805円
34,420円

23億7,036万円
19億5,797万円
18億7,477万円
17億4,519万円
9億7,473万円
16億7,800万円
3億8,164万円
8億3,150万円
8億4,575万円

0万円
2,386万円
4億54万円
5,210万円
6,118万円

13億7,129万円
6,393万円
9億589万円
7,985万円
60万円

2,840万円
47億7,025万円
10億689万円
2億6,578万円
4,630万円

18.7％
15.5％
14.8％
13.8％
7.7％
13.3％
3.0％
6.6％

性質別経費（普通会計）

合　　計 126億5,991万円

性質別経費は統計の取り方が異なるため一般会計
歳出額とは一致しません。

　市債の現在高は90億7,686万円で国が全額負担する
分を除くと42億7,821万円となり、これを返済すると
き、国がさらにその一部を負担しますので、実際に
加茂市が返済する金額は28億7,002万円になります。

区　　　分 現 在 高

一般会計総計 90億7,686万円

市債の現在高

地方消費税交付金
6億3,067万円（4.6％）
地方消費税交付金
6億3,067万円（4.6％）

その他
10億6.313万円（7.7％）

地方交付税
44億7,646万円
　　　（32.6％）

（137億4,714万円）

（127億803万円）

市税
26億7万円
（18.9％）

国庫支出金
22億748万円
（16.1％）

（5.7％）

諸収入
4億9,224万円（3.6％）

市債
9億770万円（6.6％）
市債
9億770万円（6.6％）

県支出金
8億4,357万円
（6.1％）

民生費
42億6,803万円
（33.6％）

民生費
42億6,803万円
（33.6％）

教育費
15億2,037万円
（12％）

教育費
15億2,037万円
（12％）

土木費
15億4,754万円
（12.2％）

土木費
15億4,754万円
（12.2％）

公債費
10億1,156万円
（8％）

公債費
10億1,156万円
（8％）

総務費
15億9,325万円
（12.5％）

総務費
15億9,325万円
（12.5％）

商工費
8億8,269万円
（7.0％）

衛生費
10億1,066万円（8.0％）

その他
8億７,393万円（6.7％）

一般会計決算

国民健康保険

後期高齢者医療

宅地造成事業

下 水 道 事 業

介 護 保 険

在宅介護サービス事業

（単位：万円）

　加茂市では、これまで防災行政無線を整備しておらず、スマートフォ
ン等の携帯電話を持っていない方への避難情報などの緊急情報の伝達が
課題でしたが、令和５年2月から災害時の避難情報や行政情報をタブレッ
ト型戸別受信機とスマートフォン用アプリで受信・確認ができるように
なります。

「タブレット型戸別受信機」の無償貸与を受けられる方は、下記のとおりです。





マンホールはその「まる」い形状からどんな角度になっても「落ちない」、
表面に凹凸があるので「滑らない」と受験にはたいへん縁起がよい特徴を持っています。

配布場所：加茂市上下水道課窓口
配布期間：令和 5年 1月 6日 ( 金 ) から令和 5年 3月 31 日 ( 金 )
　　　　　ただし、土日祝日は除く　在庫がなくなり次第終了
配布時間：午前 8時 30 分～午後 5時 15 分まで　時間外の配布はしません
配布個数：500 個（約 200 個は市内の中学 3年生に優先配布）
参考URL: https://www.city.kamo.niigata.jp/docs/59557.html
問合せは加茂市上下水道課業務係まで
受験生 1人につき 1個まで配布します。家族の代理受取可。
予約や郵送は受け付けていないので、直接窓口までお越しください。

直径 32 ㎜

加茂市のデザインマンホール







北海道

東北

関東
北陸

中国
中部

近畿

四国

九州

「マンホールカード」は、下水道関連施設や
観光案内所等で無料配布されています。
各カードの詳しい配布場所は、
GKPのホームページにてご確認ください。

日本のマンホール蓋は全国各地デザインが違うご当地モノなのです。
その土地に縁のある各所、名物品、スポーツ、 キャラクター等が描かれ
ています。 まさに日本人の繊細さや丁寧さが生み出した路上の文化
物！そのユニークさや美しさに惹かれて訪ね歩くファンが急増する
中、ついに世界に誇れる『マンホールカード』 がここに誕生！！

所在地

ピクトグラム
（デザインカテゴリー）

デザイン管理ナンバー

位置座標

マンホール蓋のデザイン図

設置開始年

デザインに関する画像

デザインの由来・説明

配布場所

裏面にはデザインの由来やモチーフ、
下水道についての情報等を記載します。

表面はマンホール蓋の写真と設置されて
いる座標軸、ピクトグラムが入ります。

「マンホールカード」 は集める楽しさを大切にしています。全種コンプ
リートだけでなく、「地域」 「都道府県」 「市町村」 「デザイン」 など、 自分
の好きな集め方を楽しめるように設計しています。 また、 コレクショ
ンする上で欠かせない 「材質」 「寸法」 「彩色」 「文章」など、シリーズに
おける統一感も大切にしています。

カードベースの色を日本を北海道、東北、関東、北陸、中部、近畿、中国、四国、
九州の9つの地域で色分けしています。

マンホール蓋の写真

配布場所は で検索マンホールカード

デザイン性あふれるマンホール蓋を
コレクションできる『マンホールカード』 に
この冬、 新しい仲間たちが加わります。

あなたの街の
マンホールや

旅行で訪れた
あの街の
マンホールや

思い出の街の
マンホールが

マンホール
カードに
なりました。

©GKP

集めて 『楽しい♪』 コレクションカード！！

「マンホールカード」 は

日本のマンホール蓋は世界に誇れる文化物！
奥深い 『楽しさ♪』 を1枚に詰め込みました！

第　弾！

できます！で GET無料

シリーズ累計

第 1  弾～第 1 7 弾

これまで

874種 623自治体・2団体

第 弾18
41種 40自治体・ 1 団体

915種 646自治体・3団体

NEW

18

無料 GET無料 GET



第 弾18

©GKP

配布場所は で検索マンホールカード

2023 年 1 月 28 日導入

41 種 40 自治体・1 団体

第 弾18

北海道 千歳市 北海道 当麻町 北海道 雄武町 北海道 足寄町 宮城県流域下水道 福島県 三春町 栃木県 さくら市茨城県 大洗町茨城県 常陸大宮市

栃木県 壬生町 埼玉県 越谷市 埼玉県 入間市 埼玉県 志木市 埼玉県 桶川市 千葉県 市川市 東京都 福生市東京都 国立市千葉県 野田市

東京都 小笠原村 神奈川県 川崎市神奈川県 茅ヶ崎市 新潟県 長岡市 新潟県 加茂市 石川県 能登町 長野県 筑北村長野県 佐久市長野県 上田市

岐阜県 高山市 愛知県 弥富市 京都府 長岡京市 大阪府 千早赤阪村 兵庫県 洲本市 兵庫県 伊丹市 福岡県 太宰府市広島県 広島市岡山県 里庄町

宮崎県 日向市 鹿児島県 南さつま市沖縄県 宜野湾市 沖縄県 宜野座村 UR都市機構

北海道

関東

関東 北陸 中部

中部 近畿 中国 九州

東北 関東

九州 全国






